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安全のために

記号の意味

本書では以下の記号が使われています。それぞれの記号の意味をよく理解してから製品を取り扱ってください。

使用制限

本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接関わる装置・防災防犯装置・各種安全装置など機能・精度な

どにおいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全

維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮いただいた上で

当社製品をご使用いただくようお願いいたします。

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、きわめて高い信頼性・安全性が必要とさ

れる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様において十分ご確認のう

え、ご判断ください。

ご使用上、 必ず お守り いただき た いこ と を記載し て いま す。 こ の表示を無視し て誤っ た取り 扱い

を すると 、 製品の故障や動作不良の原因に な る可能性が あり ま す。

補足説明や知っ て おいて いただき た いこ と を記載し て いま す。
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本書について

本書の目的

本書は、WS-POS(Web Services for Point of Service) を使ったシステムの構築に必要な情報を開発技術者に提     

供することを、その目的としています。

本書の構成

本書は次のように構成されています。

第 1 章  概要

第 2 章  Windows サー ビ ス環境

第 3 章  Internet Information Services 環境

第 4 章  ト ラブ ルシューティ ン グ
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第 1 章 　概要

1

概要
本章では、WS-POS サービスの動作環境について説明しています。

Web Services for Point of Service

Web Services for Point of Service(WS-POS) は、Web ベースの POS システムでデバイスを制御します。

WS-POS の仕様書、参照実装は、下記 URL を参照してください。

http://www.nrf-arts.org/content/unifiedpos

本書では、WS-POS サービスを使用する、基本的な環境構築方法について説明しています。以下の WS-POS のシ

ステム環境について説明しています。

 Windows サービス環境 (p.11)

 Internet Information Services 環境 (p.35)

WS-POS の構成

WS-POS 参照実装は、 ク ロ ス ド メ イ ン アク セスに制限があり ま す。 

本書では回避する 1 例と し て、Internet Information Services 環境の構築方法に ついて説明し て いま  

す。

 Service Provider ( サー ビ スプ ロ バ イ ダー ) と は、 WS-POS サー ビ スを提供する側を指し ま す。 

本書は、 Service Provider の環境構築に ついて説明し て いま す。

 Service Consumer ( サー ビ スコ ンシューマー) と は、WS-POS サー ビ スを利用する側を指し ま す。

Service Provider

Service Consumer

サーバー(コンピューター)

WS-POS 仕様で通信

デバイスの制御

( アプリケーション )
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Service Providerの環境

EPSON は、以下の環境で動作確認を行っています。

OS

❏ Microsoft Windows 8

❏ Microsoft Windows 7 SP1

❏ Microsoft Windows XP Professional SP3

❏ Microsoft Windows Server 2012

❏ Microsoft Windows Server 2008 SP2

❏ Microsoft Windows Embedded POSReady 7

❏ Microsoft Windows Embedded POSReady 2009

外部モジュ ー ル

❏ EPSON OPOS ADK for .NET Ver.1.12.xx 以降

❏ .NET Framework

 Microsoft .NET Framework 3.0

 Microsoft .NET Framework 3.5

❏ Microsoft Point Of Service for .NET v1.12

WS-POS サー ビス ( 参照実装 )

❏ WS-POS 参照実装 Version 1.0

以下から 入手でき ま す。 (2013 年 10 月 1 日時点 )

 Microsoft .NET Framework 3.5

http://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=21

 Microsoft .NET Framework 3.5 ServicePack1

http://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=25150

以下から 入手でき ま す。 (2013 年 10 月 1 日時点 )

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=5355

以下から 入手でき ま す。 (2013 年 10 月 1 日時点 )

http://www.nrf-arts.org/content/unifiedpos



9

第 1 章 　概要

1

提供物

マニュ アル
❏ WS-POS 環境セットアップガイド ( 本書 )

❏ WS-POS アプリケーション開発ガイド

ド ラ イバー
❏ EPSON OPOS ADK for .NET

ダ ウンロー ド

提供物は、下記エプソン販売ホームページからダウンロードできます。

http://www.epson.jp/support/sd/
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第 2 章 　Windows サービス環境

2

Windows サー ビス環境
本章では、Windows サービス環境での WS-POS の環境構築方法について説明しています。

本章の環境

本章の Windows サービス環境の構築方法では、以下の環境で解説しています。Web ページの URL やダウンロー 

ドするファイルのバージョンなどは、2013 年 10 月 1 日時点のものです。環境が異なる場合には適宜読み替えて

ください。

❏ Windows 7 (32bit)

❏ Microsoft .NET Framework 3.5.1

❏ Microsoft Point Of Service for .NET v1.12

❏ EPSON OPOS ADK for .NET Ver.1.12.8

本章のセット アップ環境

以下の環境を想定して、環境構築を行います。

❏ Microsoft POS for .NET 環境

❏ EPSON OPOS ADK for .NET 環境

❏ WS-POS システム環境

項目 説明

ダウンロードの保存先フォルダー C:\work\pos

項目 説明

解凍先フォルダー C:\work\OPOS

論理デバイス名 ( プリンター 1 台目 ) Unit1

論理デバイス名 ( プリンター 2 台目 ) Unit2

項目 説明

servicename ( サービス名 ) WSPOSProviderHost35

プロバイダ IP アドレス : ポート番号 192.168.1.100:8087

コンシューマー IP アドレス : ポート番号 192.168.1.102:8001

behavior 名 ( プリンター 1 台目 ) POSPrinter_Behavior1

behavior 名 ( プリンター 2 台目 ) POSPrinter_Behavior2

デバイス名 ( プリンター 1 台目 ) Unit1

デバイス名 ( プリンター 2 台目 ) Unit2

endpoint の名前 ( プリンター 1 台目 ) POSPrinter1

endpoint の名前 ( プリンター 2 台目 ) POSPrinter2
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Service Providerの設定

作業フロー

セッ ト アッ プは管理者権限で行っ てく だ さ い。

本章は、 Windows 7 環境で説明し て いま す。 他の OS を使用する場合、 Microsoft POS for .NET を    

イ ンスト ー ルする前に、 Microsoft .NET Framework の イ ンスト ー ルし てく だ さ い。 Windows 7 は、   

すでに OS の機能と し て Microsoft .NET Framework 3.5.1 が イ ン スト ー ルさ れて いま すので、 機能   

の有効化を行っ てく だ さ い。

1.Microsoft POS for .NET v1.12 の インスト ー ル (13 ページ )

2.EPSON OPOS ADK for .NET の インスト ー ル (17 ページ )

3. デバイスの登録 (22 ページ )

4.WS-POS 参照実装の配置 (25 ページ )
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第 2 章 　Windows サービス環境

2

Microsoft POS for .NET v1.12 の インスト ー ル

Microsoft POS for .NET(Microsoft Point of Service for .NET) v1.12 を、以下の手順でインストールします。

1 Web ブラウザーで、Microsoft POS for .NET のダウンロードウェブサイトを開きます。

URL: http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=5355

2 [Download] をクリックします。

ダウンロードが実行されます。

3 ダウンロードした実行ファイル (.exe) をダブルクリックします。

4 以下の画面が表示されます。[ はい ] をクリックします。

5 任意の作業フォルダーを作成します。

6 以下の画面が表示されます。[Unzip to folder] に手順 5 で作成したフォルダー指定し、  

[Unzip] をクリックします。

本手順で作成するフォ ルダーは、 空フォ ルダーに し てく だ さ い。
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7 解凍が終了したら、[Close] をクリックします。

8 解凍先フォルダー内の、"Setup.exe" をクリックします。

9 「Installation Wizard」画面が表示されます。[Install] をクリックします。

10以下の画面が表示されます。[Next] をクリックします。
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第 2 章 　Windows サービス環境

2

11以下の画面が表示されます。[Accept] をクリックします。

12以下の画面が表示されます。"Typical" を選択し、[Next] をクリックします。

13以下の画面が表示されます。[Install] をクリックします。

インストールが開始されます。
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14以下の画面が表示されます。[Finish] をクリックします。

インストールを終了します。
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2

EPSON OPOS ADK for .NET の インスト ー ル

EPSON OPOS ADK for .NET を、以下の手順でインストールします。

1 Web ブラウザーで、EPSON OPOS ADK for .NET をダウンロードします。

詳細は、ダウンロード (p.9) を参照してください。

2 任意の作業フォルダーを作成します。

3 手順 1 でダウンロードした実行ファイル (.exe) をダブルクリックします。

4 以下の画面が表示されます。[Unzip to folder] に手順 2 で作成したフォルダーを指定し、  

[Unzip] をクリックします。

5 解凍が終了したら、[Close] をクリックします。

6 解凍先フォルダー内の、"Setup.exe" をクリックします。

本手順で作成するフォ ルダーは、 空フォ ルダーに し てく だ さ い。
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7 以下の画面が表示されます。[ 日本語 ] を選択し、[ 次へ ] をクリックします。

8 以下の画面が表示されます。[ 次へ ] をクリックします。

9 以下の画面が表示されます。[ 使用許諾契約の全条項に同意します ] を選択し、[ 次へ ] をク

リックします。
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10以下の画面が表示されます。[ セットアップタイプ ] を選択し、[ 次へ ] をクリックします。

11以下の画面が表示されます。使用するプリンターの接続方法を選択し、[ 次へ ] をクリック

します。

接続方法は、複数選択できます。

[ セッ ト アッ プ タ イプ ] を " カ スタ ム" に選択し 、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し た場合、 [ 機能の選

択 ] と 、 [ プ ロ グラ ムフォ ルダの選択 ] を設定し ま す。
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12以下の画面が表示されます。インストール内容を確認し、[ 次へ ] をクリックします。

インストールが開始されます。

13以下の画面が表示された場合、[ はい、今すぐコンピュータを再起動します。] を選択し、

[ 完了 ] をクリックします。
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2

14以下の画面が表示されます。[ 完了 ] をクリックします。

コンピューターが再起動されます。

インストールを終了します。
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デバ イスの登録

SetupPOS for OPOS.NET を使って、デバイスを登録します。

以下の手順で登録します。

1 [ スタート ]-[ すべてのプログラム ]-[EPSON OPOS for .NET]-[SetupPOS] を選択し   

ます。

2 「SetupPOS for OPOS.NET」が起動します。[ 追加 ] をクリックします。

SetupPOS for OPOS.NET の詳細な使用方法は、 [ スタ ート ]-[ すべての プ ロ グラ ム]-[EPSON OPOS   

for .NET]-[ マニュ ア ル] から参照し てく だ さ い。

デバ イ スの登録は、 管理者権限で行っ てく だ さ い。

Windows 8 を使用する場合、 スタ ート 画面のショ ート カ ッ ト から 起動し ま す。
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2

3 以下の画面が表示されます。登録するデバイスの情報を設定し、[次へ]をクリックします。

4 以下の画面が表示されます。登録するデバイスのポートを設定し、[ 次へ ] をクリックしま

す。

設定するデバ イ ス情報は、 EPSON OPOS ADK for .NET 環境 (p.11) を参照し てく だ さ い。
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5 以下の画面が表示されます。登録するデバイスの Device Statistics のプロパティを設定 

し、[ 終了 ] をクリックします。

6 [ 保存 ] をクリックし、デバイスを登録します。
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2

WS-POS 参照実装の配置

入手した WS-POS 参照実装は、任意のフォルダーに展開してください。

ここでは、以下について説明しています。

 設定ファイルの編集 (p.25) 

 Windows サービスの登録と起動、停止と削除 (p.29) 

設定フ ァ イルの編集
WcfServiceHostWindowsService.exe.config ファイルを、Service Provider の環境に合わせて、以下を編集し 

ます。

 behavior 名、デバイス名の変更 (p.25)

 Service Provider URL の変更 (p.26)

 FileHostService の設定変更 (p.27)

 セッションタイムアウト値の変更 (p.27)

 通信ポートの 大同時オープン数の設定 (p.28)

 サポートランタイムバージョンの変更 (p.28)

behavior 名、デバイス名の変更

 <behaviors> タグ内の、"behavior name" を、使用する behavior 名に変更します。

 <behaviors> タグ内の、"wsposDevice deviceName" を、使用するデバイス名に変更します。

必要に応じて、"wsposDevice" 内の以下の key も設定してください。

参照実装の詳細は、 「WS-POS 技術仕様 参照実装 説明 日本語版」 を参照し てく だ さ い。

「WS-POS 技術仕様 参照実装 説明 日本語版」 は、 WS-POS 参照実装に含ま れて いま す。 

以下から入手でき ま す。 (2013 年 10 月 1 日時点 )

http://www.nrf-arts.org/content/unifiedpos

 変更する behavior 名、 デバ イ ス名は、 WS-POS シ ステ ム環境 (p.11) を参照し てく だ さ い。

 同じ デバ イ スカ テ ゴリ ーのデバ イ スを複数使用する場合、<behavior>の定義を複製し 2つ目のデ

バ イ スの定義を追加し てく だ さ い。

key 説明

deviceName 使用するデバイス名を指定します。

providerSessionTimeout セッションのタイムアウト時間を指定します。( 秒単位 )

<configuration>
  <system.serviceModel>
    <behaviors>
      ...
      <behavior name="POSPrinter_Behavior1">
        <wsposDevice deviceName="Unit1" providerSessionTimeout="180" 
eventPollingTimeout="-1" eventResponseTimeout="-1"/>
      </behavior>
      <behavior name="POSPrinter_Behavior2">
        <wsposDevice deviceName="Unit2" providerSessionTimeout="180" 
eventPollingTimeout="-1" eventResponseTimeout="-1"/>
      </behavior>
      ...
    </behaviors>
    ...
  </system.serviceModel>
</configuration>
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Service Provider URL の変更

<services> タグの <service> タグ内の name が "WSPOSInitiative.POSPrinter.POSPrinterService" の、Service

Provider URL を変更します。以下を変更します。

 <baseAddresses> タグ内にある、add baseAddress を、使用するプロバイダ IP アドレスのポート番号に変更し 

ます。

 <services> タグの <endpoint> タグ内にある、"address" を、使用する endpoint の名前に変更します。

 <services> タグの <endpoint> タグ内にある、"behaviorConfiguration" を、使用する behavior 名に変更します。

eventPollingTimeout
ロングポーリングのタイムアウト時間を指定します。( 秒単位 )
-1 を指定した場合、タイムアウトしません。

eventResponseTimeout
ロングポーリング /自己ホストのイベント処理終了待ちのタイム

アウト時間を指定します。( 秒単位 )
-1 を指定した場合、タイムアウトしません。

 変更するプ ロ バ イ ダ IP ア ド レ スのポート 番号、endpoint の名前、behavior 名は、WS-POS シ ステ

ム環境 (p.11) を参照し てく だ さ い。

 同じ デバ イ スカ テ ゴリ ーのデバ イ スを複数使用する場合、<endpoint>の定義を複製し 2つ目のデ

バ イ スの定義を追加し てく だ さ い。

key 説明

<configuration>
  <system.serviceModel>
    ...
  <services>
      ...
      <service name="WSPOSInitiative.POSPrinter.POSPrinterService"
               behaviorConfiguration="WS-POS_ServiceProvider">
        <host>
          <baseAddresses>
            <add baseAddress="http://192.168.1.100:8087/POSPrinter.svc"/>
          </baseAddresses>
        </host>
        <endpoint address="POSPrinter1"
                  behaviorConfiguration="POSPrinter_Behavior1"
                  binding="basicHttpBinding"
                  contract="UnifiedPOS.POSPrinter.V1_2.POSPrinter"
                  bindingNamespace="http://www.nrf-arts.org/UnifiedPOS/POSPrinter/"/>
        <endpoint address="POSPrinter2"
                  behaviorConfiguration="POSPrinter_Behavior2"
                  binding="basicHttpBinding"
                  contract="UnifiedPOS.POSPrinter.V1_2.POSPrinter"
                  bindingNamespace="http://www.nrf-arts.org/UnifiedPOS/POSPrinter/"/>
      </service>
      ...
    <services>
    ...
  </system.serviceModel>
</configuration>
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FileHostService の設定変更

<services>タグの<service>タグ内のnameが"WSPOSInitiative.Common.FileHostService"の、FileHostService

の設定を変更します。以下を変更します。

 <baseAddresses> タグ内にある、add baseAddress を、使用するプロバイダ IP アドレスのポート番号に変更し 

ます。

セッ ショ ンタ イ ムアウト 値の変更

<appSettings> タグ内の key の POSPrinterService_ProviderSessionTimeoutCheckPeriod の値を、必要に応

じて変更します。

POSPrinterService_ProviderSessionTimeoutCheckPeriod は、セッションのタイムアウトを定期的に確認する 

ための時間 ( 秒 ) を指定します。

変更するプ ロ バ イ ダ IP ア ド レ スのポート 番号は、WS-POS シ ステ ム環境 (p.11) を参照し てく だ さ  

い。

<configuration>
  <system.serviceModel>
    ...
  <services>
      ...
      <service name="WSPOSInitiative.Common.FileHostService"
               behaviorConfiguration="WS-POS_ServiceProvider">
        <endpoint address=""
                  behaviorConfiguration="WcfService_webHttp"
                  binding="webHttpBinding"
                  bindingConfiguration="webHttp"
                  name="Files"
                  contract="WSPOSInitiative.Common.IFileHost"/>
        <host>
          <baseAddresses>
            <add baseAddress="http://192.168.1.100:8087/"/>
          </baseAddresses>
        </host>
      </service>
      ...
    <services>
    ...
  </system.serviceModel>
</configuration>

<configuration>
  <appSettings>
    ...
    <add key="POSPrinterService_ProviderSessionTimeoutCheckPeriod" value="1"/>
    ...
  </appSettings>
</configuration>
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通信ポート の最大同時オープン数の設定

Service Provider と Service Consumer が通信する際に、同時に使用する通信ポートの 大数を指定します。

<system.net> タグの <connectionManagement> タグ内の maxconnection の値を、必要に応じて変更します。

初期値では、48 が設定されています。

サポート ランタ イ ムバージョ ンの変更 

使用する Microsoft .NET Framework のバージョンに合わせて、<startup> タグ内の supportedRuntime の

version の値を変更します。指定可能な supportedRuntime の version の値は以下のとおりです。

以下は、Microsoft .NET Framework3.5 を使用する場合の記述例です。

サンプ ルプ ロ グラ ムでは、 以下の通信を同時に使用し ま す。 通信のためのポート が、 最低限 3 つ

必要で す。

 エラーの通知

 イベント の通知

 KeepAlive の通知

Microsoft .NET Framework SupportRuntime の version

 Microsoft .NET Framework 4.0 v4.0

 Microsoft .NET Framework 3.0

 Microsoft .NET Framework 3.5
V2.0.50727

<configuration>
  <system.net>
    <connectionManagement>
      <add address = "*" maxconnection = "48" />
    </connectionManagement>
  </system.net>
</configuration>

<configuration>
  <startup>
    <supportedRuntime version="V2.0.50727"/>
  </startup>
</configuration>
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Windows サー ビスの登録と起動、停止と削除
 Windows サービスの登録と起動 (p.29)

 Windows サービスの停止と削除 (p.31)

Windows サービスの登録と 起動

以下の手順で、Windows サービスを登録し、起動します。

1 コマンドプロンプトを起動します。

2 以下のコマンドを実行し、Windows サービスを登録します。

以下のメッセージが表示され、Windows サービスが登録されます。

こ こ では、 WcfServiceHostWindowsService35.exe で説明し て いま す。

コ マ ン ド プ ロ ンプト は、 管理者権限で実行し てく だ さ い。

 InstallUtil.exe は Microsoft .NET Framework に同梱さ れて いま す。

 Windows サー ビ スは、 以下のコ マ ン ド でも 登録でき ま す。

< 注意 >

 servicename は、 任意の名前を指定し てく だ さ い。

 ｢ binPath= ｣の後に、 スペースを 1 つ入れてから、 フ ァイ ルパスを入力し てく だ さ い。

 フォ ルダー名にはスペース、 日本語を含め ないでく だ さ い。

 実行フ ァイ ルは フ ルパスで指定し てく だ さ い。

コ マ ン ド の実行に成功すると 、 以下のメ ッ セージが表示さ れま す。

> InstallUtil.exe の フ ルパ ス  WcfServiceHostWindowsService35.exe の フ ルパ ス

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の イ ン ス ト ー ルを 実行中で す。
                  ……
サー ビ ス  'WSPOSProviderHost35' を イ ン ス ト ー ルし て いま す . . .
サー ビ ス  'WSPOSProviderHost35' は正常に イ ン ス ト ー ルさ れま し た。
                  ……
ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の イ ン ス ト ー ルが完了し ま し た。

> sc create WSPOSProviderHost35 binPath= WcfServiceHostWindowsService35.exe の フ ルパ ス

[SC] CreateService SUCCESS
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3 以下のコマンドを実行し、サービスを自動起動に設定します。

設定に成功すると、以下のメッセージが表示されます。

4 以下のコマンドを実行し、サービスを開始します。

サービスが正しく開始されると、以下のメッセージが表示されます。

Windows サービスの登録と起動を終了します。

｢ start= ｣の後に、 スペースを 1 つ入れてく だ さ い。

> sc config WSPOSProviderHost35 start= auto

[SC] ChangeServiceConfig SUCCESS

> net start WSPOSProviderHost35

WSPOSProviderHost35 サー ビ ス は正常に開始さ れま し た。
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Windows サービスの停止と 削除

以下の手順で、Windows サービスを停止し、削除します。

1 コマンドプロンプトを起動します。

2 以下のコマンドを実行し、Windows サービスを停止します。

サービスが正しく停止されると、以下のメッセージが表示されます。

3 以下のコマンドを実行し、登録したサービスを削除します。

サービスが正しく削除されると、以下のメッセージが表示されます。

Windows サービスの停止と削除を終了します。

コ マ ン ド プ ロ ンプト は、 管理者権限で実行し てく だ さ い。

Windows サー ビ スは、 以下のコ マ ン ド でも 削除でき ま す。

サー ビ スが正し く 削除さ れると 、 以下のメ ッ セージが表示さ れま す。

> net stop WSPOSProviderHost35

WSPOSProviderHost35 サー ビ ス は正常に停止さ れま し た。

> Installutil.exe の フ ルパ ス /u WcfServiceHostWindowsService35.exe の フ ルパ ス

ア ン イ ン ス ト ー ルが完了し ま し た。

> sc delete WSPOSProviderHost35 

[SC] DeleteService SUCCESS
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Service Consumerの準備

ここでは、以下のサンプルプログラムの設定と起動について説明しています。

 Consumer LongPolling Sample (p.32)

 Consumer BiDirection Sample (p.33)

Consumer LongPolling Sample

設定フ ァ イルの編集
Console_POSPrinterConsumerLongPollingSample.exe.config ファイルに以下の編集をします。

 <endpoint>タグ内にある、"address"を、使用するプロバイダIPアドレス:ポート番号とendpointの名前に変更し

ます。

 <endpoint> タグ内にある、"name" を、"POSPrinterPort1" に変更します。

プログラ ムの起動
Console_POSPrinterConsumerLongPollingSample.exe を実行します。

正常に実行されると、コマンドプロンプトに以下のメッセージが表示されます。

セッ ト アッ プは管理者権限で行っ てく だ さ い。

サンプ ルプ ロ グラ ムは、 WS-POS 参照実装に含ま れて いま す。 

以下から入手でき ま す。 (2013 年 10 月 1 日時点 )

http://www.nrf-arts.org/content/unifiedpos

 変更するプ ロ バ イ ダ IP ア ド レ スのポート 番号、endpoint の名前は、WS-POS シ ステ ム環境 (p.11) 

を参照し てく だ さ い。

 同じ デバ イ スカ テ ゴリ ーのデバ イ スを複数使用する場合、<endpoint>の定義を複製し 2つ目のデ

バ イ スの定義を追加し てく だ さ い。

<configuration>
  ...
  <system.serviceModel>
    <client>
      <endpoint address="http://192.168.1.100:8087/POSPrinter.svc/POSPrinter1"
                binding="basicHttpBinding"
                contract="UnifiedPOS.POSPrinter.V1_2.POSPrinter"
                name="POSPrinterPort1"/>

      <endpoint address="http://192.168.1.100:8087/POSPrinter.svc/POSPrinter2"
                binding="basicHttpBinding"
                contract="UnifiedPOS.POSPrinter.V1_2.POSPrinter"
                name="POSPrinterPort2"/>
    </client>
  </system.serviceModel>
</configuration> 

>Press ENTER to OpenDevice, Claim, Enable.
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Consumer BiDirection Sample

設定フ ァ イルの編集
Console_POSPrinterConsumerBiDirectionSample.exe.config ファイルに以下の編集をします。

 <endpoint>タグ内にある、"address"を、使用するプロバイダIPアドレス:ポート番号とendpointの名前に変更し

ます。

 <endpoint> タグ内にある、"name" を、"POSPrinterPort1" に変更します。

 <services> タグ内の <baseAddress> タグにある、"baseAddress" を、使用するコンシューマーIP アドレス : ポー

ト番号に変更します。

 変更するプ ロ バ イ ダIP ア ド レ スのポート 番号、コ ンシューマーIP ア ド レ ス : ポート 番号、endpoint

の名前は、 WS-POS シ ステ ム環境 (p.11) を参照し てく だ さ い。

 同じ デバ イ スカ テ ゴリ ーのデバ イ スを複数使用する場合、<endpoint>の定義を複製し 2つ目のデ

バ イ スの定義を追加し てく だ さ い。

<configuration>
  ...
  <system.serviceModel>
    <client>
      <endpoint address="http://192.168.1.100:8087/POSPrinter.svc/POSPrinter1"
                binding="basicHttpBinding"
                contract="UnifiedPOS.POSPrinter.V1_2.POSPrinter"
                name="POSPrinterPort1"/>

      <endpoint address="http://192.168.1.100:8087/POSPrinter.svc/POSPrinter2"
                binding="basicHttpBinding"
                contract="UnifiedPOS.POSPrinter.V1_2.POSPrinter"
                name="POSPrinterPort2"/>
    </client>
  </system.serviceModel>
</configuration> 

<configuration>
  ...
  <system.serviceModel>
    ...
    <services>
      <service 
       name="Console_POSPrinterConsumerBiDirectionSample.POSPrinterEventService" 
       behaviorConfiguration="WSPOSClient.POSPrinterEventServiceBehavior">
        <host>
          <baseAddresses>
            <add baseAddress="http://192.168.1.102:8001/POSPrinterEvent"/>
          </baseAddresses>
        </host>
        <endpoint address=""
          binding="basicHttpBinding"
          contract="UnifiedPOS.POSPrinterEvents.V1_2.POSPrinterEvent"
          bindingNamespace="http://www.nrf-arts.org/UnifiedPOS/POSPrinterEvents/">
          ...
        </endpoint>
        <endpoint address="mex" binding="mexHttpBinding" contract="IMetadataExchange"/>
      </service>
    </services>
    ...
  </system.serviceModel>
</configuration>
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プログラ ムの起動
Console_POSPrinterConsumerBiDirectionSample.exe を実行します。

正常に実行されると、コマンドプロンプトに以下のメッセージが表示されます。

>Press ENTER to OpenDevice, Claim, Enable.
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Internet Information Services環境
本章では、IIS(Internet Information Services) 環境での WS-POS の環境構築方法について説明しています。

本章の環境

本章では、以下の環境で解説しています。Web ページの URL やダウンロードするファイルのバージョンなどは、 

2013 年 10 月 1 日時点のものです。環境が異なる場合には適宜読み替えてください。

❏ Windows 7 (32bit)

❏ Microsoft .NET Framework 3.5.1

❏ Microsoft Internet Information Services

❏ Microsoft Point Of Service for .NET v1.12

❏ EPSON OPOS ADK for .NET Ver.1.12.8

本章のセット アップ環境

以下の環境を想定して、環境構築を行います。

❏ Microsoft POS for .NET 環境

❏ EPSON OPOS ADK for .NET 環境

❏ WS-POS システム環境

項目 説明

ダウンロードの保存先フォルダー C:\work\pos

項目 説明

解凍先フォルダー C:\work\OPOS

論理デバイス名 ( プリンター 1 台目 ) Unit1

論理デバイス名 ( プリンター 2 台目 ) Unit2

項目 説明

プロバイダ IP アドレス 192.168.1.100

コンシューマー IP アドレス 192.168.1.102

HTTP ポート番号 80

アプリケーションのルートディレクトリー %WINDIR%\inetpub\wwwroot

ASP.NET Web アプリケーションのフォルダー WebAppSample

Web アプリケーションの設定ファイル名 Web.config

behavior 名 POSPrinter_Behavior1

デバイス名 Unit1

endpoint の名前 POSPrinter1
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Service Providerの設定

作業フロー

セッ ト アッ プは管理者権限で行っ てく だ さ い。

本章は、 Windows 7 環境で説明し て いま す。 他の OS を使用する場合、 Microsoft POS for .NET を    

イ ンスト ー ルする前に、 Microsoft .NET Framework の イ ンスト ー ルし てく だ さ い。 Windows 7 は、   

すでに OS の機能と し て Microsoft .NET Framework 3.5.1 が イ ン スト ー ルさ れて いま すので、 機能   

の有効化を行っ てく だ さ い。

1.Microsoft POS for .NET v1.12 の インスト ー ル (37 ページ )

2.EPSON OPOS ADK for .NET の インスト ー ル (41 ページ )

3. デバイスの登録 (46 ページ )

4.IIS の インスト ー ル (49 ページ )

5. フ ァイアウォー ルの設定 (50 ページ )

6.ASP.NET Web アプリ ケーショ ンの配置 (51 ページ )

7.ASP.NET Web アプリ ケーショ ンの登録 (56 ページ )
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Microsoft POS for .NET v1.12 の インスト ー ル

Microsoft POS for .NET(Microsoft Point of Service for .NET) v1.12 を、以下の手順でインストールします。

1 Web ブラウザーで、Microsoft POS for .NET のダウンロードウェブサイトを開きます。

URL: http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=5355

2 [Download] をクリックします。

ダウンロードが実行されます。

3 ダウンロードした実行ファイル (.exe) をダブルクリックします。

4 以下の画面が表示されます。[ はい ] をクリックします。

5 任意の作業フォルダーを作成します。

6 以下の画面が表示されます。[Unzip to folder] に手順 5 で作成したフォルダー指定し、  

[Unzip] をクリックします。

本手順で作成するフォ ルダーは、 空フォ ルダーに し てく だ さ い。
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7 解凍が終了したら、[Close] をクリックします。

8 解凍先フォルダー内の、"Setup.exe" をクリックします。

9 「Installation Wizard」画面が表示されます。[Install] をクリックします。

10以下の画面が表示されます。[Next] をクリックします。
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11以下の画面が表示されます。[Accept] をクリックします。

12以下の画面が表示されます。"Typical" を選択し、[Next] をクリックします。

13以下の画面が表示されます。[Install] をクリックします。

インストールが開始されます。
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14以下の画面が表示されます。[Finish] をクリックします。

インストールを終了します。
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EPSON OPOS ADK for .NET の インスト ー ル

EPSON OPOS ADK for .NET を、以下の手順でインストールします。

1 Web ブラウザーで、EPSON OPOS ADK for .NET をダウンロードします。

詳細は、ダウンロード (p.9) を参照してください。

2 任意の作業フォルダーを作成します。

3 手順 1 でダウンロードした実行ファイル (.exe) をダブルクリックします。

4 以下の画面が表示されます。[Unzip to folder] に手順 2 で作成したフォルダーを指定し、  

[Unzip] をクリックします。

5 解凍が終了したら、[Close] をクリックします。

6 解凍先フォルダー内の、"Setup.exe" をクリックします。

本手順で作成するフォ ルダーは、 空フォ ルダーに し てく だ さ い。
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7 以下の画面が表示されます。[ 日本語 ] を選択し、[ 次へ ] をクリックします。

8 以下の画面が表示されます。[ 次へ ] をクリックします。

9 以下の画面が表示されます。[ 使用許諾契約の全条項に同意します ] を選択し、[ 次へ ] をク

リックします。
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10以下の画面が表示されます。[ セットアップタイプ ] を選択し、[ 次へ ] をクリックします。

11以下の画面が表示されます。使用するプリンターの接続方法を選択し、[ 次へ ] をクリック

します。

接続方法は、複数選択できます。

[ セッ ト アッ プ タ イプ ] を " カ スタ ム" に選択し 、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し た場合、 [ 機能の選

択 ] と 、 [ プ ロ グラ ムフォ ルダの選択 ] を設定し ま す。
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12以下の画面が表示されます。インストール内容を確認し、[ 次へ ] をクリックします。

インストールが開始されます。

13以下の画面が表示された場合、[ はい、今すぐコンピュータを再起動します。] を選択し、

[ 完了 ] をクリックします。
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14以下の画面が表示されます。[ 完了 ] をクリックします。

コンピューターが再起動されます。

インストールを終了します。
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デバ イスの登録

SetupPOS for OPOS.NET を使って、デバイスを登録します。

以下の手順で登録します。

1 [ スタート ]-[ すべてのプログラム ]-[EPSON OPOS for .NET]-[SetupPOS] を選択し   

ます。

2 「SetupPOS for OPOS.NET」が起動します。[ 追加 ] をクリックします。

SetupPOS for OPOS.NET の詳細な使用方法は、 [ スタ ート ]-[ すべての プ ロ グラ ム]-[EPSON OPOS   

for .NET]-[ マニュ ア ル] から参照し てく だ さ い。

デバ イ スの登録は、 管理者権限で行っ てく だ さ い。

Windows 8 を使用する場合、 スタ ート 画面のショ ート カ ッ ト から 起動し ま す。
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3 以下の画面が表示されます。登録するデバイスの情報を設定し、[次へ]をクリックします。

4 以下の画面が表示されます。登録するデバイスのポートを設定し、[ 次へ ] をクリックしま

す。

設定するデバ イ ス情報は、 EPSON OPOS ADK for .NET 環境 (p.35) を参照し てく だ さ い。
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5 以下の画面が表示されます。登録するデバイスの Device Statistics のプロパティを設定 

し、[ 終了 ] をクリックします。

6 [ 保存 ] をクリックし、デバイスを登録します。
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IIS の インスト ー ル

Microsoft Internet Information Services (IIS) を、以下の手順でインストールします。

1 [スタート]-[コントロールパネル]-[プログラム]-[Windowsの機能の有効化または無効

化 ] を選択します。

2 「Windows の機能」画面が表示されます。 

[Microsoft .NET Framework 3.5.1] のツリーを展開し、[Windows Communication    

Foundation HTTP Activation] にチェックします。

3 [ インターネット インフォメーション サービス ] のツリーを展開し、以下の項目にチェッ  

クして、[OK] をクリックします。

 IIS 管理サービス

 静的コンテンツ

 ASP.NET

インストールを終了します。

管理者権限で行っ てく だ さ い。
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フ ァ イアウォ ー ルの設定

アプリケーションに、Windows ファイアウォール経由の通信のアクセス権を、以下の手順で設定します。

1 [ スタート ]-[ コントロールパネル ]-[ システムとセキュリティ ]-[Windows ファイア

ウォールによるプログラムの許可 ] を選択します。

2 「許可されたプログラム」画面が表示されます。[ 設定の変更 ] をクリックします。

3 [World Wide Web サービス (HTTP)] の項目をチェックし、[OK] をクリックします。

管理者権限で行っ てく だ さ い。
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ASP.NET Web アプリ ケーショ ンの配置

ASP.NET Web アプリケーションを、以下の手順で配置します。

アプリ ケーショ ンのフォ ルダーを配置
ASP.NET Web アプリケーションのルートディレクトリー <%SYSTEMDRIVE%\inetpub\wwwroot> の下に、  

アプリケーションのフォルダー (WebAppSample) を作成し、アプリケーションを作成します。

フォ ルダー構成例

1. アプリ ケーショ ンのフォ ルダーを配置 (51 ページ )

2. 使用するサービスの DLL をコ ピー (52 ページ )

3.WCF(Windows Communication Foundation) サービス用の
.svc フ ァイ ルの作成 (52 ページ )

4.Global.asax フ ァイ ルの作成 (52 ページ )

5.Web.config フ ァイ ルの作成 (53 ページ )

%SYSTEMDRIVE%\inetpub\wwwroot

WebAppSample ( フォルダー ) 　: アプリケーションのフォルダー

bin ( フォルダー ) 　: 使用するサービスの DLL を入れるフォルダー

web.config ( ファイル ) 　: 設定ファイル

Global.asax ( ファイル ) 　:ASP.NET アプリケーションファイル

POSPrinter.svc ( ファイル )
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使用するサー ビスの DLL をコ ピー
bin フォルダー下に、以下のファイルをコピーします。

❏ デバイス共通 DLL:

 WSPOSContract.dll

 WSPOSProviderCommonBehavior.dll

❏ デバイス専用 DLL:

 WSPOSPOSPrinterServiceProviderBehavior.dll

WCF(Windows Communication Foundation) サー ビス用の .svc フ ァ イルの作成
POSPrinter.svc ファイルを新規に作成し、下記の構文でサービスの 共通言語ランタイムの型名を追加します。

Global.asax フ ァ イルの作成
Global.asax ファイルを新規に作成し、クロスドメイン環境でもアクセス可能にします。 

Global.asax ファイルに、下記の構文を追加します。

<%@ ServiceHost Language="C#" Debug="true" 
Service="WSPOSInitiative.POSPrinter.POSPrinterService" %>

<%@ Application Language="C#" %>
<script runat="server">
  protected void Application_BeginRequest(object sender, EventArgs e)
  {
    HttpContext.Current.Response.Cache.SetCacheability(HttpCacheability.NoCache);
    HttpContext.Current.Response.Cache.SetNoStore();
    HttpContext.Current.Response.AddHeader("Access-Control-Allow-Origin", "*");
    if (HttpContext.Current.Request.HttpMethod == "OPTIONS")
    {
      HttpContext.Current.Response.AddHeader("Access-Control-Allow-Methods", "GET"

, "POST");
      HttpContext.Current.Response.AddHeader("Access-Control-Allow-Headers"

, "SOAPAction", "Content-Type");
      HttpContext.Current.Response.AddHeader("Access-Control-Max-Age", "1728000");
      HttpContext.Current.Response.End();
    }
  }
</script>
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Web.config フ ァ イルの作成
以下の手順で、Web.config ファイルを作成します。

1 設定ファイルを作成します。

"WcfServiceHostWindowsService.exe.config" ファイルをコピーし、ファイル名を "Web.config" に変更

にします。

2 "Web.config" ファイルから、不要なクラス定義を削除します。

ここでは、以下を削除します。( 灰色の箇所 )

 <configSections> タグ、<wsposInfoSection> タグを削除します。

 <appSettings> タグ内の、使用しないデバイスカテゴリーを削除します。 

( ここでは、POSPrinterService_ProviderSessionTimeoutCheckPeriod 以外を削除 )

<configuration>
  <configSections>
    <section name="wsposInfoSection" type="WSPOSInitiative.Common.wsposInfoSection, 
     WSPOSProviderCommonBehavior, Version=1.0.0.0, Culture=neutral,
     PublicKeyToken=null" allowDefinition="Everywhere"
     allowExeDefinition="MachineToRoamingUser" allowLocation="true" 
     requirePermission="false"/>
  </configSections>
  <wsposInfoSection>
  <startServiceList>
    ...
    <startService type="WSPOSInitiative.POSPrinter.POSPrinterService" 
                  assembly="WSPOSPOSPrinterServiceProviderBehavior.dll"/>
     ...
  </startServiceList>
  </wsposInfoSection>
  <appSettings>
    <add key="CommonBehavior_SessionContextImpl"     

value="WSPOSProviderCommonBehavior.dll,WSPOSInitiative.Common.SessionContextD
efaultImpl"/>

    <add key="CommonBehavior_SessionManagerImpl"       
value="WSPOSProviderCommonBehavior.dll,WSPOSInitiative.Common.SessionManagerD
efaultImpl"/>

    <add key="CommonBehavior_LogImpl"       
value="WSPOSProviderCommonBehavior.dll,WSPOSInitiative.Common.LogConsoleOutIm
pl"/>

    ...
    <add key="POSPrinterService_ProviderSessionTimeoutCheckPeriod" value="1"/>
    ...
  </appSettings>
</configuration>
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3 デバイス名を変更します。

以下を変更します。

 <system.serviceModel>タグ内の<behaviors>タグ、behaviorタグnameを、使用するendpointの名前

に変更します。

 <system.serviceModel> タグ内の <behaviors> タグ、behavior タグ deviceName を、使用するデバイス

名に変更します。

必要に応じて、"wsposDevice" 内の以下の key も設定してください。

 変更するendpoint の名前、デバ イ ス名は、WS-POS シ ステ ム環境 (p.35) を参照し てく だ さ  

い。

 同じ デバ イ スカ テ ゴリ ーのデバ イ スを複数使用する場合、 <behavior> の定義を複製し 2

つ目のデバ イ スの定義を追加し てく だ さ い。

key 説明

deviceName 使用するデバイス名を指定します。

providerSessionTimeout セッションのタイムアウト時間を指定します。( 秒単位 )

eventPollingTimeout ロングポーリングのタイムアウト時間を指定します。( 秒単位 )
-1 を指定した場合、タイムアウトしません。

eventResponseTimeout
ロングポーリング / 自己ホストのイベント処理終了待ちのタイムア

ウト時間を指定します。( 秒単位 )
-1 を指定した場合、タイムアウトしません。

<configuration>
  <system.serviceModel>
    <behaviors>
      ...
      <behavior name="POSPrinter_Behavior1">

        <wsposDevice deviceName="Unit1" providerSessionTimeout="180" 
         eventPollingTimeout="-1" eventResponseTimeout="-1"/>
      </behavior>
      ...
    </behaviors>
  </system.serviceModel>
</configuration>
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4 Service Provider URL を変更します。

以下を変更します。

 <services> タグ内の <host> タグにある、baseAddress タグ baseAddress を、ASP.NET Web アプリ  

ケーションのフォルダーに変更します。

 <services>タグ内の<endpoint>タグのaddressをendpointのアドレス名前に、behaviorConfiguration

を behavior 名に変更します。

 Service Consumer の環境に合わせて変更し てく だ さ い。

 変更する ASP.NET Web アプ リ ケーショ ンの フォ ルダー、デバ イ ス名、behavior 名は、WS-  

POS シ ステ ム環境 (p.35) を参照し てく だ さ い。

 同じ デバ イ スカ テ ゴリ ーのデバ イ スを複数使用する場合、 <endpoint> の定義を複製し 2

つ目のデバ イ スの定義を追加し てく だ さ い。

<configuration>
<system.serviceModel>
  ...
  <services>
    <service>
      <host>
        <baseAddresses>
          <add baseAddress="http://192.168.1.100/WebAppSample/POSPrinter.svc" />
        </baseAddresses>
      </host>
      <endpoint address="POSPrinter1"
                behaviorConfiguration="POSPrinter_Behavior1"
                binding="basicHttpBinding"
                contract="UnifiedPOS.POSPrinter.V1_2.POSPrinter"
                bindingNamespace="http://www.nrf-arts.org/UnifiedPOS/POSPrinter/"/>
    </service>
  </services>
</system.serviceModel>
</configuration>
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ASP.NET Web アプリ ケーショ ンの登録

ASP.NET Web アプリケーションの登録を、以下の手順で登録します。

1 インターネットインフォメーションサービス (IIS) マネージャーを起動します。

2 「インターネットインフォメーションサービス (IIS) マネージャー」画面が表示されます。 

左側のツリーから、ASP.NET Web アプリケーションを配置したフォルダーを右クリッ 

クし、[ アプリケーションへの変換 ] を選択します。

3 「アプリケーションの追加」画面が表示されます。 

[ 選択 ] をクリックします。
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4 「アプリケーションプールの選択」画面が表示されます。 

[.NET Framework バージョン ] が "2.0" になっていることを確認し、[OK] をクリック 

します。

5 「アプリケーションの追加」画面が表示されます。 

[OK] をクリックします。

6 Service Provider環境が64ビットOSの場合、左側のツリーから[アプリケーションプー 

ル ] 選択します。

1. アプリケーションプール一覧から、使用するアプリケーションを選択し、[ 詳細設定 ] をクリックします。

2. 「詳細設定」画面が表示されます。 
[32 ビットアプリケーションの有効化 ] を "True" に選択し、[OK] をクリックします。

ASP.NET Web アプリケーションの登録を終了します。
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Service Consumerの準備

ここでは、以下のサンプルプログラムの設定と起動について説明しています。

 Consumer LongPolling Sample (p.58)

 Consumer BiDirection Sample (p.59)

Consumer LongPolling Sample

設定フ ァ イルの編集
Console_POSPrinterConsumerLongPollingSample.exe.config ファイルに以下の編集をします。

 <endpoint> タグ内にある、"address" を、ASP.NET Web アプリケーションのフォルダーと endpoint の名前に  

変更します。

 <endpoint> タグ内にある、"name" を、"POSPrinterPort1" に変更します。

プログラ ムの起動
Console_POSPrinterConsumerLongPollingSample.exe を実行します。

正常に実行されると、コマンドプロンプトに以下のメッセージが表示されます。

セッ ト アッ プは管理者権限で行っ てく だ さ い。

サンプ ルプ ロ グラ ムは、 WS-POS 参照実装に含ま れて いま す。 

以下から入手でき ま す。 (2013 年 10 月 1 日時点 )

http://www.nrf-arts.org/content/unifiedpos

 変更する ASP.NET Web アプ リ ケーショ ンの フォ ルダー、endpoint の名前は WS-POS シ ステ ム環  

境 (p.35) を参照し てく だ さ い。

 同じ デバ イ スカ テ ゴリ ーのデバ イ スを複数使用する場合、<endpoint>の定義を複製し 2つ目のデ

バ イ スの定義を追加し てく だ さ い。

<configuration>
  ...
  <system.serviceModel>
    <client>
      <endpoint address="http://192.168.1.100/WebAppSample/POSPrinter.svc/POSPrinter1"
                binding="basicHttpBinding"
                contract="UnifiedPOS.POSPrinter.V1_2.POSPrinter"
                name="POSPrinterPort1"/>

    </client>
  </system.serviceModel>
</configuration> 

>Press ENTER to OpenDevice, Claim, Enable.
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Consumer BiDirection Sample

設定フ ァ イルの編集
Console_POSPrinterConsumerBiDirectionSample.exe.config ファイルに以下の編集をします。

 <endpoint> タグ内にある、"address" を、ASP.NET Web アプリケーションのフォルダーと endpoint の名前に  

変更します。

 <endpoint> タグ内にある、"name" を、"POSPrinterPort1" に変更します。

 <services> タグ内の <baseAddress> タグにある、"baseAddress" を、使用するコンシューマーIP アドレス : ポー

ト番号に変更します。

 変更する ASP.NET Web アプ リ ケーショ ンの フォ ルダー、コ ンシューマーIP ア ド レ ス : ポート 番  

号、 endpoint の名前は、 WS-POS シ ステ ム環境 (p.35) を参照し てく だ さ い。

 同じ デバ イ スカ テ ゴリ ーのデバ イ スを複数使用する場合、<endpoint>の定義を複製し 2つ目のデ

バ イ スの定義を追加し てく だ さ い。

<configuration>
  ...
  <system.serviceModel>
    <client>
      <endpoint address="http://192.168.1.100/WebAppSample/POSPrinter.svc/POSPrinter1"
                binding="basicHttpBinding"
                contract="UnifiedPOS.POSPrinter.V1_2.POSPrinter"
                name="POSPrinterPort1"/>

    </client>
  </system.serviceModel>
</configuration> 

<configuration>
  ...
  <system.serviceModel>
    ...
    <services>
      <service 
       name="Console_POSPrinterConsumerBiDirectionSample.POSPrinterEventService" 
       behaviorConfiguration="WSPOSClient.POSPrinterEventServiceBehavior">
        <host>
          <baseAddresses>
            <add baseAddress="http://192.168.1.102:8001/POSPrinterEvent"/>
          </baseAddresses>
        </host>
        <endpoint address=""
          binding="basicHttpBinding"
          contract="UnifiedPOS.POSPrinterEvents.V1_2.POSPrinterEvent"
          bindingNamespace="http://www.nrf-arts.org/UnifiedPOS/POSPrinterEvents/">
          ...
        </endpoint>
        <endpoint address="mex" binding="mexHttpBinding" contract="IMetadataExchange"/>
      </service>
    </services>
    ...
  </system.serviceModel>
</configuration>
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プログラ ムの起動
Console_POSPrinterConsumerBiDirectionSample.exe を実行します。

正常に実行されると、コマンドプロンプトに以下のメッセージが表示されます。

>Press ENTER to OpenDevice, Claim, Enable.
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ト ラブルシュ ーティ ング
本章では、WS-POS の環境構築中に生じるトラブルシューティングについて説明します。

Windowsサービス

❏ WsposServiceを開始する(net start WsposServiceを実行)と 、以下のエラーが表示さ れ  

る。

 Windows サービスを登録する際、フルパスで登録したか確認してください。

 Windows サービスを登録する際、指定したパスに、スペース、日本語を含まれていないか確認してください。

❏ WsposServiceを開始する(net start WsposServiceを実行)と 、以下のエラーが表示さ れ  

る。

 Windows Serviceを登録する際、正しいWcfServiceHostWindowsService.exeのフルパス(ファイル名まで 

) を指定したか確認してください。

❏ WsposServiceを開始する(net start WsposServiceを実行)と 、以下のエラーが表示さ れ  

る。

 設定ファイル(拡張子:config)ファイルで、同じフォルダー内に存在しないクラス(DLL/EXE)を指定していない

か確認してください。

シ ス テ ムエ ラー 2 が発生し ま し た。

指定さ れた フ ァ イ ルが見 つか り ま せ ん。

シ ス テ ムエ ラー 5 が発生し ま し た。

アク セ ス が拒否さ れま し た。

WsposService を 開始し ま す ..
WsposService を 開始で き ま せ ん で し た。

サー ビ ス は エ ラー を 報告し ま せ ん で し た。

NET HELPMSG 3534 と 入力す ると 、 よ り 詳し い情報が見ら れま す。
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Internet Information Service (IIS)サービス

❏ ク ロス ドメ イン使用時に、LongPolling Sample、も し く はBiDirection Sample アプリ ケー  

ショ ンを実行し たと きに、 以下の例外が表示さ れる。

 Windows ファイアウォールによるプログラム許可の設定を確認してください。 

( 詳細は、ファイアウォールの設定 (p.50) を参照してください。)

❏ ク ロス ドメ イン使用時に、LongPolling Sample、も し く はBiDirection Sample アプリ ケー  

ショ ンを実行し たと きに、 以下の例外が表示さ れる。

 デバイスを登録する際に、SetupPOS を管理者権限で実行して登録しているか確認してください。 

( 詳細は、デバイスの登録 (p.46) を参照してください。)

 登録したデバイス名の論理デバイス名が "Unit1" となっていることを確認してください。

System.ServiceModel.EndpointNotFoundException: ... TCP エ ラー  コ ー ド 10060 ...

...
System.Exception: wrong device name : Unit1 it can'n create instance.
...
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